
タブレット端末の活用について

令 和 ５　年 ２　月 
（ 一 社 ） 全 国 農 業 会 議 所
（ 一 社 ） 千 葉 県 農 業 会 議

１．農地パトロール（利用状況調査）

２．所有者・耕作者への意向の把握

３．活動記録での活用

４．総会・打ち合わせ等での活用

５．タブレット端末の活用に向けて

資料３



１．農地パトロール（利用状況調査）
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１．農地パトロールでの活用 2

課題① 事前準備および調査結果の集計

タブレットを
活用すると

紙の地図に手作業で蛍光ペンで
色塗りする様子

１年間の関係書類

・紙の地図の準備は不要
・手作業による調査結果の集計は不要
・関係書類の保管も不要

A1サイズの地図で農地パトロールを行う様子

農業委員会サポートシステム

（パソコンで集計作業が可能）

タブレット

調査結果が

自動送信



１．農地パトロールでの活用 3

課題② 写真の記録及びその管理

大量の写真を整理するのは多大な労力

農地の写真は見分けにくく、写真だけで
はどの農地かの特定が困難

タブレットを
活用すると

現地で撮った写真と農地が
自動的に結びつく
⇒管理労力が大幅に削減



１．農地パトロールでの活用 4

課題③ 紙地図による現在地や境界の把握

現状は一枚の農地にしか見えず、境界が不明

紙の地図では現在地の把握が困難

・現在地が簡単に把握できる
・農地の区画が簡単に把握できる
⇒確認漏れ、見間違いが無くなる

タブレットを
活用すると

実際は二枚の農地



１．農地パトロールでの活用 5

現地確認アプリ：すでに開発済み→皆様のお手元に届くタブレットにも入っています

操作画面のイメージ

自身の位置・向きを
画面内で確認可能

農地の区画や進捗状況が一目瞭然
緑ピン：確認済 赤ピン：未確認

現地確認したことを入力



１．農地パトロールでの活用 6

①遊休農地の区分 ②遊休農地の新旧の別 ③遊休農地の現況



１．農地パトロールでの活用 7

④写真の登録 ⑤メモの入力

写真を登録できます

メモを入力できます



２．所有者・耕作者への意向の把握

8



２．所有者・耕作者への意向の把握での活用 9

意向把握用のシステム：現在開発中（令和５年４月からの運用開始を目標）

選択肢に応じた入力画面に
自動で移行

次の項目の入力画面に
自動で移行



２．所有者・耕作者への意向の把握での活用 10

＜システム開発にあたって＞
① できる限り簡単に操作できるように（画面をタップするだけ）
② 回答できない場合はスキップできるように
③ 中断（一時保存）できるように
④ 最後に全回答を表示し、確認・修正できるように

回答一覧（最後に表示）



３．活動記録
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３．活動記録での活用 12

活動記録用のシステム：現在開発中（令和５年４月からの運用開始を目標）

紙の活動記録簿
タブレットで記録できるように



４．総会・打ち合わせ等
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４．総会・打ち合わせ等での活用 14

タブレットを操作して総会の資料を確認する様子 タブレット端末を活用したミーティング風景

＜総会・打ち合わせで活用するメリット＞
① ペーパーレス化（印刷費の削減、環境負荷低減）
② オンラインでの開催が可能（コロナ対策）



５．タブレット端末の活用に向けて
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５．タブレット端末の活用に向けて 16

令和４年度は……
まずタブレットに慣れることから始めましょう！！

最近では……
居酒屋、ファミレスの注文でも導入されています！

最初は難しいかもしれませんが……
スマホと一緒でなれてしまえば案外簡単です！！
（※スマホよりも大きいので使いやすいです）

ご家族がお持ちのタブレットやスマホを借りて
触ってみてはいかがでしょうか？？



５．タブレット端末の活用に向けて 17

＜市町村独自予算で既にタブレット端末を導入している農業委員会の声＞
導入直後
●マニュアル通り操作してもうまくいかなかった（委員）
●操作が分からなくなり頻繁に事務局に尋ねてしまった（委員）
●配布後操作説明にかなりの時間を要した（事務局）
●パトロール中に調査地に呼ばれることが何度もあった（事務局）

１年後
●何回か使っているうちに問題なく利用できるようになり、調査があっという間に終了す
るようになった（委員）

●委員さんからの問い合わせも減ったことで、どうしたら委員さんがストレスなく端末操
作できるかといったことを考える時間ができた（事務局）

慣れるまでは大変ですが、一度使いこなせば大きな味方になります！！
積極的に活用していきましょう！！




